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会
　
　
　
務

　　

新
た
に
次
の
方
が
「
電
電
こ
ぶ
し
会
会
員
」
に

な
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
役
世
代
の
方
の
入
会
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

ご
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

【
北
海
道
地
方
本
部
】

　
　

菊　

澤　

信　

次
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

米　

坂　

尚　

樹
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

田　

中　

久　

孔
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

神　

野　

博　

之
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

西　

澤　

孝　

樹
（
東
日
本
電
信
電
話
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
業
推
進
本
部
）

　
　

山　

下　

聖　

剛
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

小　

林　

真
理
子
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東
）

　
　

秋　

山　

信　

治
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

多　

田　

幹　

康
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東
）

　
　

桜　

庭　
　
　

亮
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

阿　

部　

文　

彦
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

池　

上　

竜　

助
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

酒　

井　
　
　

樹
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

宮　

澤　

典　

行
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東
）

　
　

岩　

田　

昭　

一
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

中　

谷　
　
　

篤
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東
）

　
　

佐　

藤　

正　

史
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

太　

田　
　
　

聡
（
令
和　

三
年
退
職
）

　
　

滝　

沢　

弘　

治
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

牧　

原　

広　

樹
（
令
和　

七
年
退
職
）

　
　

矢　

野　
　
　

覚
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
）

　
　

天　

神　

裕　

美
（
令
和　

四
年
退
職
）

【
函
館
地
方
支
部
】

　
　

奥　

本　

修　

滋
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

【
釧
路
地
方
支
部
】

　
　

土　

田　

郁　

代
（
夫
婦
会
員
）

　
　

坂　
　
　

久　

幸
（
令
和　

七
年
退
職
）

　
　

菊　

池　

真　

澄
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

鹿　

又　

康　

則
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

（
支
部
別
）

新
入
会
員
紹
介

（
入
会
順
）
（敬称略）

一
、

二
、

三
、

四
、

一
月

一
月

二
月

三
月

一
日

二
八
日

一
〇
日

四
日

会
報
二
四
一
号
発
行

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部

電
電
こ
ぶ
し
会
新
年
交
礼

会
開
催

電
友
会
本
部　

事
務
局
長
会

議
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
田
ビ
ル
）　

福
士
事
務
局
長
出
席

電
友
会
本
部　

理
事
会

（
リ
モ
ー
ト
）
伴
会
長
、

福
士
事
務
局
長
出
席
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こぶし会会員の皆様へ

年会費改定のお知らせ

　日頃、電電こぶし会の活動に多大なるご協力をいただきありがとうございます。
令和 6 年 5 月 28 日に行われました「令和 6 年度理事会」並びに「第 33 回評議員会」におい
て承認をいただきました、年会費の改定につきまして、令和 7 年度から次のとおり改定させ
ていただきます。

　　１．一般会員の年会費を２, ５００円から３, ０００円に改定
　　２．夫婦会員の年会費を３, ５００円から４, ０００円に改定

　電電こぶし会におきましては、会員の高齢化に伴います死亡退会や高齢者施設への入居等を
理由とした自主退会などで会員の減少傾向が続いております。
　このことに伴い、会費収入や本部からの助成金の減少、さらには昨今の諸物価の高騰も相まっ
て、財務状況が大変厳しい状況となってきております。
　これらの状況を踏まえ、会員の皆様には、大変心苦しいお願いとなってしまいますが、財政
の健全化に向けた年会費の改定につきまして、ご理解を賜りますよう節にお願いする次第です。
　会員の皆様には、今後とも電電こぶし会に対しまして変わらぬご理解とご協力を賜りますよ
う、何卒、よろしくお願い申し上げます。

令和 7 年 4 月
電友会北海道地方本部
電電こぶし会
　事務局長　福士哲樹

− 2−
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こぶし会年会費払込のお願い

　令和 7年度の年会費の払込をお願いいたします。

●　ゆうちょ銀行の自動引落しをご利用されている会員の皆さま

　例年と同様の取扱いとなります。
　今年度は、令和 7年 4月 30日が引き落とし日となります。
　なお、残高不足で引き落としができなかった場合は、令和 7年 5月 20日に再度
引き落としを行います。
　自動引落しをご利用されている会員の皆さまには、通帳の残高確認等をよろし
くお願いいたします。

●　ゆうちょ銀行の自動引落しをご利用されていない会員の皆さま

○　本部所属の会員の皆さま

　例年と同様、会報に同封しております「払込取扱票」により、お近くの「ゆう
ちょ銀行」から納入していただくことになりますが、納入の方法により手数料が
かかる場合がありますのでご注意下さい。

①　現金により納入した場合、払込サービス料金の１１０円が会員様負担と
なります

②　ゆうちょ銀行の口座から通帳又はキャッシュカードを利用し、お支払い
の場合は、料金はかかりません

○　地方支部所属の会員の皆さま

　各地方支部への納入をよろしくお願いします。
　なお、各支部において「払込取扱票」を利用した場合は、本部所属会員と同様
の取扱いとなります

− 3−
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令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会
及
び

第
三
四
回
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会
及
び
第
三
四
回
評

議
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

〇
令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会

　
　

日
時　

令
和
七
年
五
月
三
〇
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
二
時
〇
〇
分
か
ら

　

〇
第
三
四
回
評
議
員
会

　
　

日
時　

令
和
七
年
五
月
三
〇
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
〇
〇
分
か
ら

　

※
評
議
員
会
終
了
後
、
「
講
演
会
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
場
所
は
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
六
丁

目
）
で
す
。

　

各
理
事
及
び
評
議
員
の
皆
様
へ
は
、
別
途
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す

令
和
七
年
夏
季
懇
親
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
夏
季
懇
親
会
は
次
の
日
程
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
四
三
号

（
七
月
号
）
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

〇
日
時　

令
和
七
年
七
月
二
九
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
五
時
〇
〇
分
か
ら

　

〇
場
所　

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

　
　
　
　
　

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
六
丁
目

令
和
七
年
全
道
パー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
全
道
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
次
の
日
程

で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
大
会
か
ら
、
会
場
が
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
四
三
号
（
七
月

号
）
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

〇
日
時 

令
和
七
年
八
月
二
七
日（
水
）   

予
定
※

　
　
　
　
　

午
前
九
時
〇
〇
分
か
ら

　

〇
場
所　

札
幌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部   

予
定
※

　
　
　
　
　
　
　
　

福
移
の
杜
コ
ー
ス

　
　
　
　

札
幌
市
北
区
篠
路
町
福
移
一
五
四
―
三

　

※
開
催
日
時
・
場
所
が
確
定
し
だ
い
、
ブ
ロ
グ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
四
月
上
旬
）
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令
和
七
年
全
道
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
全
道
ゴ
ル
フ
大
会
は
次
の
日
程
で
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
四
三
号

（
七
月
号
）
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

〇
日
時　

令
和
七
年
九
月
九
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
九
時
〇
〇
分
か
ら

　

〇
場
所　

札
幌
テ
イ
ネ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
札
幌
市
手
稲
区
手
稲
本
町
五
九
三
番
地

令
和
七
年
新
年
交
礼
会
の
開
催
模
様

　

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部
電
電
こ
ぶ
し
会
の
令

和
七
年
新
年
交
礼
会
を
、
一
月
二
八
日
（
火
）
午

後
五
時
か
ら
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
東
日
本
電
信
電
話
㈱
北

海
道
事
業
部
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
各

社
の
方
々
を
お
招
き
し
、
総
勢
七
九
名
に
よ
る
盛

大
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
る
山
下
裕
子
さ
ん
の
進
行
に
よ

り
、
伴
会
長
の
挨
拶
（
別
記
一
）
、
次
い
で
東
日

本
電
信
電
話
㈱
北
海
道
事
業
部
長　

島
津　

泰
様

か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
動
向
、
会
員
へ
の
謝
辞
等
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
別
記
二
）

　

続
い
て
、
昨
年
七
月
の
夏
季
懇
親
会
以
降
当
日

ま
で
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
五
三
名
の
物
故
会
員

に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
今
年
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
る
会
員
の
う

ち
、
当
日
ご
出
席
の
三
名
の
方
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、
髙
橋
勝
嘉
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
（
別
記
三
）

　

そ
の
後
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北
海
道
支
社
企
画

総
務
部
長　

定
野
哲
也
様
の
ご
発
声
で
華
々
し
く

開
宴
し
ま
し
た
。
（
別
記
四
）

　

し
ば
し
歓
談
の
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
、

最
初
に
内
海
英
子
さ
ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
、
艶
や

か
な
衣
装
と
、
華
麗
な
舞
い
で
、
新
春
の
舞
台
を

大
い
に
彩
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
カ
ラ
オ
ケ
の
部
で
は
松
本
和
之
さ
ん
、
平

井
美
昭
さ
ん
、
斎
藤
宏
二
郎
さ
ん
の
三
名
に
自
慢

の
美
声
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
リ
を

務
め
た
斎
藤
宏
二
郎
さ
ん
の
「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド

コ
節
」
で
は
、
歌
唱
を
終
え
た
ば
か
り
の
平
井
美

昭
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
、
ス
タ
ッ
フ
他
数
名
が
ペ
ン

ラ
イ
ト
片
手
に
会
場
を
練
り
歩
き
、
会
場
も
手
拍

子
で
ス
テ
ー
ジ
と
一
体
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
、
各
賞
と
ホ
テ
ル

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
様
ご
提
供
の
特
別
賞
、
全

一
五
本
の
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
見

事
、
一
等
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
の
は
、
な
ん
と
先

程
、
傘
寿
を
迎
え
る
会
員
の
代
表
で
挨
拶
さ
れ
た

髙
橋
勝
嘉
さ
ん
で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
後
も
歓
談
は
続
き
、
き
ら
ら

保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
北
海
道
営
業
支
店
長　

太
田　

聡
様
の
ご
発
声
で
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。
（
別
記

五
）

　

今
回
も
会
話
が
は
ず
み
、
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
役
者
が
勢
ぞ
ろ
い
で
、
楽
し
い
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
。

　

ご
臨
席
下
さ
い
ま
し
た
来
賓
の
皆
様
、
ご
寄
贈

を
賜
り
ま
し
た
各
企
業
・
団
体
の
皆
様
、
ご
出
席

の
会
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
い
た
だ
い
た
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

− 5−



242号242号

歓談の模様１ 司会の山下裕子さん 受付の模様

歓談の模様 3 歓談の模様２

歓談の模様５ 歓談の模様 4

歓談の模様７ 歓談の模様 6
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「俺の小樽」を熱唱する平井美昭さん

「青海波」を舞う内海英子さん

「人生に乾杯」を熱唱する松本和之さん

「艶歌舟」を舞う内海英子さん

斎藤師匠の名調子に会場は大盛り上がり 「きよしのズンドコ節」を熱唱する斎藤宏二郎さん

見事一等をゲット！髙橋勝嘉さん 歌唱後、島津事業部長と堅い握手
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（
別
記
一
）

◎
電
電
こ
ぶ
し
会
　
伴
会
長
　
挨
拶

　

皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
大
体
も
う
お
正
月
も

一
段
落
し
て
、
皆
さ
ん
普

通
の
ペ
ー
ス
で
お
過
ご
し
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。

　

私
ど
も
の
新
年
交
礼
会
は
、
毎
年
一
月
の
末
く

ら
い
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、

正
月
気
分
は
ち
ょ
っ
と
終
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
語
っ
て
飲
ん
で
と
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
会
に
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
札
幌
の
中
心
部
だ
け
な
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
雪
も
少
な
く
て
暖
か
く
て

珍
し
い
正
月
で
し
た
。
日
本
全
国
で
も
大
き
な
災

害
は
起
こ
っ
て
な
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
こ
の
ま
ま
い
い
年
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
好
き
な
の
で
す
が
、
今

年
は
野
球
と
相
撲
で
す
ね
。
相
撲
は
若
手
が
台
頭

し
て
い
ま
す
し
、
野
球
も
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
の

大
リ
ー
グ
の
方
が
お
も
し
ろ
そ
う
で
、
佐
々
木
朗

希
君
の
お
話
も
あ
り
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
話
も
あ

り
、
そ
ん
な
の
で
ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ン
と
い
う
の
で

す
か
ね
、
ス
ポ
ー
ツ
界
も
代
替
わ
り
し
て
、
楽
し

み
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
こ
ぶ
し
会
報
一
月
号
を
皆
様
に
お
配
り

し
て
お
り
、
見
ら
れ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
一
月
号
は
、
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
厚
い
こ
ぶ
し
会
の
会
報
っ
て
初
め
て
だ
な

と
い
う
よ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
会

報
は
、
年
間
四
回
の
発
行
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
三
回
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
分
一
月
号
は

昨
年
の
会
の
活
動
の
様
子
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
一
段
落
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
地
方
支
部
の
情
報
、
あ
る
い
は
元
気
な
女
性

部
会
の
情
報
等
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
変

わ
ら
ず
元
気
で
活
動
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
一
つ
だ
け
皆
様
に
御
報
告
で

す
。
そ
の
会
報
に
も
載
せ
て
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
電
友
会
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
で
、
北

海
道
か
ら
も
二
人
の
方
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
函
館
か
ら
は
石
垣
さ
ん
が
受
賞
し
て

い
ま
す
。
大
変
個
性
的
と
い
い
ま
す
か
、
初
め
て

の
内
容
で
す
け
れ
ど
も
、
キ
ノ
コ
の
食
害
防
止
の

取
り
組
み
で
す
。
こ
の
キ
ノ
コ
が
食
べ
ら
れ
る
も

の
か
、
あ
る
い
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
学
会
と
一
緒
に
な
っ
て
、
長
い
こ

と
キ
ノ
コ
の
食
害
防
止
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
、
本
部
表
彰
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
札
幌
の
池
田
健
次
さ
ん
、
保
護
司

を
長
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
司
は
大
変
難
し
い

活
動
だ
な
と
思
い
ま
す
。
見
守
り
も
あ
る
し
更
生

活
動
を
や
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
れ
ら
の
功
績
で
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
長
い
間
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
本
当
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ぶ
し
会
で

は
、
今
年
も
引
き
続
き
、
そ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
御
支
援
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
会
報
に
載
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
各

支
部
の
活
動
等
も
支
援
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
会
員
も
何
と
か
増
や
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
六
〇
歳
か
ら
無
料
で
入
っ
て

い
た
だ
く
と
、
最
大
五
年
間
お
試
し
参
加
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
、
会
員
拡

大
の
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
お
近
く
の
お
仲
間
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
り
支
部
活
動
な
り
本
部
活
動
な

り
、
そ
ん
な
中
で
お
声
か
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
さ
ん
に
も
御
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
動
向
な
ど
も
紹

介
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
活
動
を
ぜ
ひ
一

緒
に
な
っ
て
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
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う
に
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
御
繁
栄
を
お
祈
り

し
な
が
ら
、
ま
た
皆
様
方
の
元
気
で
明
る
く
楽
し

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
御
挨
拶
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
別
記
二
）

◎
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
北
海
道
事
業
部

島
津
事
業
部
長
　
挨
拶

　

　

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て
、
こ
ぶ
し
会

の
新
年
恒
例
会
が
こ
う
し

て
た
く
さ
ん
の
方
に
お
集

ま
り
い
た
だ
い
て
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
元
気
に
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
私
ど
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、
そ
し
て
、
通
信
業
界
、
通
信

建
設
各
社
の
メ
ン
バ
ー
も
現
役
世
代
も
こ
の
お
め

で
た
い
席
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
も

御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
挨
拶
は
短
く
と
伴
さ
ん
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
僕
も
短

め
に
と
思
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
の
席
で
ご
ざ
い

ま
す
し
、
新
年
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と

だ
け
現
役
世
代
の
昨
年
の
振
り
返
り
と
、
今
年
に

向
け
た
意
気
込
み
だ
け
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
昨
年
業
務
運
営
体

制
改
革
と
い
う
の
を
行
っ
て
、
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
御
挨
拶
と

か
で
も
こ
ぶ
し
会
の
皆
様
に
お
聞
き
い
た
だ
き
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
北
海
道
と
い
う
こ
と

で
、
グ
ル
ー
プ
各
社
、
あ
る
い
は
通
信
建
設
業
界

の
皆
様
と
も
一
体
と
な
っ
て
事
業
運
営
を
し
て
い

こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
旗
印
で
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
事

細
か
に
は
御
紹
介
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
様
々
な
連
携
活
動
が
進
ん
で
、
今
年

と
い
い
ま
す
か
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
話
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
当
初
事
業
計
画
に
対
し
て
、
プ
ラ
ス
四
億
か

ら
五
億
ぐ
ら
い
は
上
乗
せ
で
着
地
す
る
こ
と
が
で

き
そ
う
な
明
る
い
見
通
し
が
立
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
う
申
し
上
げ
る
と
、
そ
の
割
に
は
寄
贈
額

が
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
伴
さ
ん
に
怒
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
御
容

赦
い
た
だ
き
ま
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
そ
う
い
っ

た
形
で
非
常
に
現
役
世
代
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
を
受
け
て
の
今
年
の
意
気
込
み
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
い
く
つ
か
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
何
と
い
っ
て
も
今
年
の
目
玉
と
し
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
と
い
う
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
ね
。
こ
れ
も
こ
ぶ
し
会
の
皆
様
に
御
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
最
先

端
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
こ
れ
を
北

海
道
に
お
い
て
も
今
年
は
石
狩
か
ら
苫
小
牧
ま

で
、
ラ
ピ
ダ
ス
の
千
歳
で
す
と
か
、
札
幌
で
す
と

か
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
設
備
し
よ

う
、
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
狙
い
は
二
つ
あ
り
ま
し

て
、
一
つ
は
そ
う
い
っ
た
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
北
海
道
の
地
に
広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

北
海
道
の
全
体
の
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
一
つ

は
、
や
は
り
我
々
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
、
通
信
に
関

わ
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
や
は
り
一
番
の
と
こ

ろ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
あ
り
、
元
気
の

源
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
諸

先
輩
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お
い
て
、
例
え

ば
ダ
イ
ヤ
ル
の
数
字
化
で
す
と
か
、
す
み
ま
せ

ん
、
私
そ
の
頃
ま
だ
入
社
し
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
広
め
て
い
っ
た
と
き
、
あ
る
い
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は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
北
海
道
中
に
張
り
巡
ら
そ
う

と
動
い
て
い
っ
た
と
き
、
そ
う
い
っ
た
と
き
に
新

し
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
わ
く
わ

く
感
で
す
と
か
、
会
社
に
対
す
る
誇
り
と
い
う
も

の
が
育
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
て
、
今
年
は
北
海
道
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
元

年
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
し
っ
か
り
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

巳
年
の
話
で
す
と
、
よ
く
こ
う
い
う
席
で
は
脱

皮
し
て
変
革
と
い
う
話
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
も
そ
う
い
っ
た
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
と
い
う
新
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
け
れ
ど

も
、
脱
皮
し
て
も
蛇
は
蛇
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
、
し
っ
か
り
通
信

を
つ
く
っ
て
い
く
、
守
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
提
供

し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
皆
さ
ん
の
つ
く
っ

て
い
た
だ
い
た
財
産
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
邁
進
す
る
一
年
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
先
輩
の
皆
様
に
お
約
束
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
新
年
の
抱
負
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
集
ま
り
の
皆

様
、
そ
し
て
、
御
家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
も
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
別
記
三
）

◎
傘
寿
記
念
品
受
賞
者
代
表　

髙
橋
勝
嘉
様　
挨
拶

　

皆
様
お
ば
ん
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

た
だ
い
ま
御
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
高
橋
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

傘
寿
と
い
う
こ
と
で
八
〇
歳
に
今
年
な
り
ま

す
。
百
数
十
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
方
が
、
今
年

八
〇
歳
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
ど
も
が
生
ま
れ
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
原
爆
が
落
ち
て
戦
争
が
終
わ
っ

た
終
戦
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
二
〇
年
で

す
。
昭
和
二
〇
年
に
私
ど
も
が
こ
の
世
の
中
に
生

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
後
の
昭
和
四
〇
年

前
後
に
は
、
ち
ょ
う
ど
私
ど
も
当
時
の
電
電
公
社

に
入
社
し
、
当
時
は
五
カ
年
計
画
の
最
中
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
「
す
ぐ
つ
く
電
話
、
す
ぐ
つ
な
が
る

電
話
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
〇
年
く
ら
い
経
っ
た
昭
和
五
〇
年
前
後
に

は
自
動
化
、
磁
石
式
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

て
、
全
国
即
時
網
も
ほ
ぼ
完
成
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
一
〇
年
く
ら
い
経
ち
ま
し

た
昭
和
六
〇
年
、
こ
れ
が
実
は
電
電
公
社
か
ら
今

の
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
変
わ
っ
た
年
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
事
で
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
年
に

管
理
者
に
な
り
ま
し
て
、
二
〇
年
間
の
頑
張
り
が

や
っ
と
何
と
か
な
っ
て
き
た
か
な
と
思
っ
た
時
期

で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
何
年
か
後
に
は
、

電
話
の
時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
、
今
ま
で
電

話
と
い
う
の
は
話
を
す
る
、
あ
る
い
は
電
報
と
い

う
形
で
使
っ
て
い
た
も
の
が
す
べ
て
、
先
ほ
ど
ち

ら
っ
と
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

技
術
が
進
み
、
電
子
交
換
機
が
普
及
し
、
電
話
事

業
か
ら
情
報
産
業
に
変
わ
る
と
い
う
と
き
に
、
そ

の
時
期
に
私
ど
も
は
大
体
六
〇
歳
近
く
に
な
り
ま

し
て
退
職
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
い
う
人
生
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
て
、
戦
後

と
い
い
ま
す
か
、
八
〇
年
、
そ
れ
か
ら
昭
和
百
年

と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
昭
和
百

年
の
う
ち
の
八
〇
年
間
を
生
か
し
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
傘

寿
と
し
て
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
、
皆
さ
ん
方
の
こ
れ
か

ら
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
も
今
日
は
記
念
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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（
別
記
四
）

◎
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　
　
北
海
道
支
社
企
画
総
務
部
長

定
野
哲
也
様　
開
宴
の
こ
と
ば

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
定
野
と

申
し
ま
す
。
今
日
は
支
社

長
の
河
村
が
出
張
で
不
在

と
い
う
こ
と
で
、
僭
越
な

が
ら
私
の
ほ
う
で
乾
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
み
ま
せ
ん
、
挨
拶
は
短
か
く
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
が
、
二
点
だ
け
せ
っ
か
く
な
の
で
、

ち
ょ
っ
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ド
コ
モ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
を
使
う
に

は
電
波
を
飛
ば
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
三
種
類

の
電
波
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
一
番
新
し
い
の
で
す

と
５
Ｇ
と
い
う
こ
と
で
、
高
速
大
容
量
で
ス
マ
ホ

が
便
利
に
使
え
る
５
Ｇ
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

一
個
前
が
４
Ｇ
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
み
た
い

な
形
で
、
こ
れ
も
比
較
的
高
速
大
容
量
で
ス
マ
ホ

を
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
個
前
の
３
Ｇ
と
い
う
世
代
、
昔
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
と

言
っ
て
い
た
世
代
の
電
波
が
ま
だ
飛
ん
で
い
ま
し

て
、
こ
れ
が
主
に
ガ
ラ
ケ
ー
と
い
う
か
、
昔
、
パ

チ
パ
チ
開
く
携
帯
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

来
年
の
二
〇
二
六
年
の
三
月
に
い
よ
い
よ
電
波
が

止
ま
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
今
ド
コ
モ
で
は
必

死
に
そ
の
携
帯
を
使
っ
て
い
る
方
、
ガ
ラ
ケ
ー
を

使
っ
て
い
る
方
を
ス
マ
ホ
に
切
り
替
え
よ
う
と
い

う
こ
と
で
御
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
皆
様

の
周
り
に
そ
う
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
お
声
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
御

案
内
を
し
た
く
て
、
ち
ょ
っ
と
御
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の
札
幌
店

が
ド
コ
モ
の
直
営
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
便
利
に
御
案
内
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
る
方
は
、
ガ
ラ

ケ
ー
で
い
い
よ
と
い
う
方
が
多
い
と
思
う
の
で
、

そ
れ
で
二
つ
目
の
お
話
し
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、

ド
コ
モ
の
モ
バ
イ
ル
に
は
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ウ
ン
ド
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
は
若
手
の
研
究
者
に
褒
賞
事

業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
去
年
受
賞

さ
れ
た
方
に
脳
が
長
持
ち
す
る
会
話
と
い
う
研
究

を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
て
、
こ
れ
は
こ
の
方
が
受

賞
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
先
週
、
本
を
送
っ
て
き
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
脳
が
長
持
ち
す
る
会
話
っ
て
ど

ん
な
会
話
か
と
い
う
と
、
端
的
に
言
う
と
、
あ
と

で
興
味
あ
る
方
は
こ
ち
ら
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
、
最
近
の
こ
と
を
会
話

す
る
と
い
い
と
、
昔
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
最
近

の
こ
と
を
会
話
す
る
と
脳
が
長
持
ち
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
こ
と
っ

て
、
具
体
例
で
こ
の
方
が
言
う
に
は
、
散
歩
し
た

と
き
に
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ
て
そ
の
写
真
を
元

に
話
題
を
し
て
い
く
と
、
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
い
う
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
生
活
を
便

利
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
脳
を
長
持
ち
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
私
は
も
う
ガ
ラ

ケ
ー
で
い
い
よ
み
た
い
な
方
に
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う

お
勧
め
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
御
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

す
み
ま
せ
ん
、
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
ぶ
し
会
の
皆
様
の
健
康
と
幸
せ

を
祈
り
ま
し
て
、
そ
れ
と
、
今
日
こ
ち
ら
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
者
の
益
々
の
発
展
を

祝
し
ま
し
て
乾
杯
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

御
唱
和
く
だ
さ
い
。
乾
杯
。
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（
別
記
五
）

◎
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
北
海
道
支
店
長

太
田　
聡
様　
開
宴
の
こ
と
ば

　

ま
ず
も
っ
て
、
新
年
恒

例
会
の
御
盛
会
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
、
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
太
田
と
申
し
ま
す
。

　

す
み
ま
せ
ん
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
い
た
頃
、
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
、
今
日
多
く
参
加
さ
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
御
挨
拶
で
き
ず
に
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
先
日
、
福
士
事
務
局
長
の
ほ
う
か
ら

お
電
話
が
あ
り
ま
し
て
「
帰
っ
て
き
た
方
、
そ
れ

と
新
し
く
会
員
に
参
加
さ
れ
た
方
に
こ
の
会
の
最

後
の
締
め
の
乾
杯
を
お
願
い
し
て
い
る
ん
だ
。
太

田
さ
ん
は
、
両
方
に
当
て
は
ま
る
の
で
、
締
め
の

発
声
を
や
っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」
と
い

う
よ
う
な
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
え
え
っ
と

思
い
ま
し
た
が
、
福
士
さ
ん
は
仕
事
で
も
大
変
お

世
話
に
な
り
、
さ
ら
に
北
見
柏
陽
高
等
学
校
の
大

先
輩
で
も
あ
り
、
断
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

き
ら
ら
保
険
に
来
ま
し
て
、
ま
だ
三
年
と
五
、

六
カ
月
で
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
団
体
保
険
を
使
っ
て
の
ク
ル
ー
プ
社
員
の
方
、

さ
ら
に
は
こ
ぶ
し
会
の
皆
さ
ん
と
そ
の
御
家
族
の

安
心
、
安
全
に
も
う
少
々
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
今
ま
で
弱
小
二
名
体

制
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
太
田
が
来

て
、
な
ん
と
三
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も

保
険
は
や
め
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
辞
め
な
い

で
い
た
だ
い
て
、
見
直
し
を
御
検
討
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
相
談
だ
け
で
も
御
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
暁
に
は
、
私
以

外
の
、
ち
ゃ
ん
と
詳
し
い
担
当
を
紹
介
し
、
懇
切

丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
ま
た
二
〇
二
五
年
始
ま
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
太
田
が
戻
り
ま
し
た
の
で
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
二
〇
二
五
年
電

電
こ
ぶ
し
会
の
活
発
な
活
動
と
さ
ら
な
る
御
発

展
、
そ
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
そ
の
御
家
族
の

御
健
康
と
御
健
勝
と
い
う
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
健
康
だ
け
は
十

分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
御
祈
念

し
て
乾
杯
の
音
頭
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
御
唱
和
お
願
い
し
ま
す
。
乾
杯
！
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　令和７年度のサークル活動の支援申込みは、４月１日～５月２５日までです。
　下記実施要領に基づき、申込み（継続及び新規）をお待ちしております。
　前年度登録サークルの幹事様あてに、「継続申込書」「インセンティブの付与について」「入
会申込書」を３月中に郵送しております。（地方支部含む）

記
〔サークル活動支援に関する実施要領〕

１　支援の目的
会員の親睦と趣味の醸成に応え、サークル活動を支援する。

２　支援対象
　　次ぎの各項目の要件を満たしているものとする。
　　（１）会則があり、且つ 5 人以上のこぶし会会員で組織されていること。
　　（２）年間 4 回以上の行事・活動等を実施していること。
３　支援の内容

サークル会員数（こぶし会会員）に基づき支援金を支給する。
４　支援額

今年度から 1 サークルに年間 10,000 円を上限とし以下のとおり、それぞれの会員数に基
づき支援額を決定する。

（１）会員　５人以上１０人未満　　　　　　５, ０００円
（２）会員１０人以上　　　　　　　　　　１０, ０００円

５　申込受付期間 
原則 4 〜 5 月を受付期間とし、サークルとして認定された場合は支援額を指定の口座に
振り込むものとする。（振込料の節約のため、出来る限り「ゆうちよ銀行」にお願いします。）
なお、新規申込みの場合は前記 2「支援対象」要件が整った時点で受付けるものとするが、
10 月以降の申込みは翌年度からの適用とする。

６　申込み時の提出書類
（１）会則
（２）会員名簿
（３）当該年度の行事計画及び収支計画

７　活動の検証
活動年度終了後、速やかに実施状況報告及び決算報告（会計監査を終了しているもの）を
提出する

８　援助対策サークル
　　　（１）ゴルフ　　　　　　（２）パークゴルフ　　　　　（３）囲碁
　　　（４）ボランティア　　　（５）社交ダンス　　　　　　（６）カラオケ
　　　（７）旅行　　　　　　　（８）その他

サークル活動を支援します

− 13−
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　電友会では個人あるいはグループが、永年に亘って地域振興、社会福祉、環境保全・美化、
教育文化、国際交流等各種の奉仕活動を行い、地域社会に貢献している会員を対象に表彰して
おります。また、平成27年度からは電友会組織に対する「会員サービス向上」「組織の活性
化への貢献」等を対象とした「電友会ボランティア活動功労賞」が新設されました。
　北海道地方本部としても、こうした活動をされている会員の方が、表彰されることによっ
て、少しでも今後の士気高揚のお役に立ち、励ましになればと思っております。
　自薦、他薦を問いません。ボランティア活動をされている方、また、ご存知の方は令和７年
６月２０日（金）までに、北海道地方本部事務局まで連絡賜れば幸いです。
具体的には別紙「電友会ボランティア活動賞・活動功労賞」調書にご記入し提出願います。
　なお、各ボランティア表彰の活動対象等は以下のとおりです。

１．電友会ボランティア活動賞
次の各分野における地域社会等奉仕活動。
ア．地域振興、社会福祉、環境保護・環境美化、教育・文化振興、スポーツ振興及び国際交

流の各分野を通じて、地域社会等に貢献する奉仕活動。
イ．外部組織への協力を通じた奉仕活動。

２．電友会ボランティア活動功労賞
次の各要件を考慮した貢献活動。
　ア．会員サービス向上への貢献
　イ．組織の活性化への貢献
　ウ．会員増強への貢献
　エ．ＮＴＴ並びにグループ各社・社員との協力・支援及び連携強化への貢献
　オ．財務基盤安定化の貢献
　　

「電友会ボランティア活動賞」及び「電友会
ボランティア活動功労賞」推薦のお願い

− 14−
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別紙

(ふりがな)

(所属支部) 支部
(会員数) 名

(年令) 才

〒　

℡( 　　　)
(ふりがな))

　　　(年令) 才
〒

℡(       )

年　　  月

年　　  月 

タイトル

活動領域・要件

住所(団体所在地)

団体
代表
者

活動開始年月

退職年月(個人)

氏　　　名

住　　　所

活動状況

個人・団体(グループ)
名

令和　　年　　月　　日

「「電電友友会会ボボラランンテティィアア活活動動賞賞・・活活動動功功労労賞賞」」調調書書
                      （該当に○を囲む）　　　　　　　　　　　　　
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ＮＴＴ東日本から退職者の皆さまへ

■長寿お祝いについて（勤続20年以上の退職者対象）
　NTT 東日本社長からのメッセージを添えた「カタログギフト電報」を
贈呈させていただきます。

■弔慰金の取扱いについて（勤続20年以上の退職者対象）

　NTT 東日本から以下のとおり香典をお贈りしています。
　　　　本　人…30,000 円
　　　　配偶者…10,000 円

※贈呈期限については、長寿お祝いは該当年齢の誕生日から弔慰金は死亡の
　事実が発生した日から、それぞれ２年となります。

※ 4月、5月生まれの方は 6月中旬、6月、7月生まれの方は 7月中旬の
　発送予定となります。予め了承下さいますようお願いいたします。

長寿のお祝いおよび弔慰金に関するお問い合わせは
　テルウェル東日本㈱　社員サービス担当
　電話 011-212-4011

（注：年齢は満年齢で NTT 東日本が把握し贈呈しております）

長寿の種類 贈呈品

喜寿（77 歳）
カタログギフト電報 

（１万３千円相当）
米寿（88 歳）

白寿（99 歳）
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このような設備を発見したらWeb１１３へ

不安全設備WEB受付 検索

Web113下記URLにアクセス
または「不安全設備WEB受付で検索

https://web113.ntt-east.co.jp/safety_report/

NTT東日本では、日々点検・改善を行い、設備の安全に
万全を期しておりますが、下記ような設備を発見されました
らご連絡をお願いいたします。

不安全設備の情報提供にご協力ください

このような設備を発見したらWeb１１３へ

不安全設備WEB受付 検索

Web113下記URLにアクセス
または「不安全設備WEB受付で検索

https://web113.ntt-east.co.jp/safety_report/

NTT東日本では、日々点検・改善を行い、設備の安全に
万全を期しておりますが、下記ような設備を発見されました
らご連絡をお願いいたします。

不安全設備の情報提供にご協力ください
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「こぶし会会報」原稿の募集について
「こぶし会会報」原稿の募集について

こぶし会事務局では、会員の皆様の執筆作品をお待
ちしております。

●会員随筆コーナー
字数は概ね1,500文字まで
写真を添付する場合はその分文字数を減らしてくだ

さい。
内容は 趣味について、自身の健康法、旅行記、郷

土料理や創作料理のレシピ、地域のイベント紹介等
ジャンルは一切問いません。

●文芸コーナー
詩歌、短歌、俳句、川柳等 連作、単品どちらでも
結構です。

投稿はいずれも、メールに原稿を添付して送ってい
ただくか、ＦＡＸ、郵送で事務局にお送りください。
多くの作品をお待ちしております。

◇原稿送付先
〒 札幌市中央区北 条西 丁目

大通 丁目ビル 棟 Ｆ
電電こぶし会事務局あて（担当 尾崎
：

メール：
− 18−
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令
和
七
年「
新
年
交
礼
会
」を
開
催

ー
ド
コ
モ
支
部
ー

　

ド
コ
モ
支
部
一
四
倶
楽
部
恒
例
の
新
年
交
礼
会

を
一
月
二
十
九
日
（
水
）
ド
コ
モ
食
堂
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
川
上
会
長
か
ら
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
後
、
電
電
こ
ぶ
し
会　

伴
会
長
か
ら
ご
来
賓

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
今
年
巳
年
年
男
の
斎
藤

宏
二
郎
氏
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
に
入
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ド
コ
モ
北
海
道
支
社
企
画
総
務
部
長

　

定
野
哲
也
氏
、
総
務
企
画
担
当
部
長　

赤
羽
茂

樹
氏
、
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
総
務
部
総
務
部
長　

佐
久
間

則
浩
氏
、
総
務
担
当
部
長
兼
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
室

長　

菅
原
寛
司
氏
、
総
務
課
長　

山
内
仁
史
氏
、

例
年
よ
り
多
め
の
現
役
管
理
者
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
Ｏ
Ｂ
会
員
と
の
会
話
に
も
花
が
咲
き
、
楽
し

い
二
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
林
副
会
長
が
締
め
の
あ
い
さ
つ
し
無

事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
ド
コ
モ
支
部
・一
四
倶
楽
部

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

―
ド
コ
モ
支
部
―

　

令
和
七
年
度
ド
コ
モ
支
部
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
一
四
倶
楽
部
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
重
要
な
決
定
事
項
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
多
数

の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
当
日
は
総
会
終
了
後
に
懇
親
会
も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
多
数
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
い

た
だ
け
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時
：
令
和
七
年
六
月
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　

総　

会
＝
一
六
時
三
〇
分
～

　
　
　
　
　

懇
親
会
＝
一
八
時
〇
〇
分
～

開
催
場
所
：
総　

会
＝
ド
コ
モ
ビ
ル
本
館
二
階
会
議
室

　
　
　
　
　

懇
親
会
＝
ド
コ
モ
ビ
ル
ア
ト
リ
ウ
ム
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
三
階
「
ド
コ
モ
食
堂
」

懇
親
会
費
：
三
、五
〇
〇
円

　

な
お
、
会
場
予
約
な
ど
の
都
合
上
、
同
封
の
は

が
き
に
参
加
可
否
を
ご
記
入
の
う
え　

五
月
二
六

日
ま
で
に
ご
投
函
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
欠
席
者
の
方
も
コ
メ
ン
ト
欄
に
一
言
近
況

な
ど
ご
記
入
い
た
だ
き（
近
況
空
白
で
も
可
）ご
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
六
年
度
　
女
性
部
親
睦

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

―
帯
広
地
方
支
部
―

　

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日
、
ギ
ー
ゴ
ボ
ウ
ル

（
旧
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
）
に
お
い
て
、
大
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
帯
広
女
性
部
会
員

八
名
（
応
援
一
人
含
）
＋
事
務
局
の
計
九
名
の
参

加
。
マ
イ
ボ
ウ
ル
・
マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
の
会
員
も
い

る
？
と
の
噂
で
し
た
が
、
当
日
は
少
し
遠
慮
し
た

の
か
、
持
参
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

午
前
中
に
行
く
と
、
シ
ニ
ア
割
引
が
適
用
に

な
っ
た
り
、
そ
の
他
の
特
典
を
フ
ル
に
使
っ
て
の

格
安
ボ
ウ
リ
ン
グ
。

　

二
ゲ
ー
ム
目
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
疲
れ
が
出

始
め
た
の
で
、
近
く
の
回
転
す
し
店
に
移
動
し
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

優
勝　
　

高
橋
真
理
子

　

準
優
勝　

竹
本
久
美
子

　

Ｂ
Ｂ
賞　

大
川
眞
澄

　

そ
し
て
、
し
ゃ
べ
り
疲
れ
て
、
稲
葉
支
部
長
か

ら
の
お
菓
子
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
て
解
散
。

　

今
後
、
カ
ラ
ダ
が
動
く
う
ち
に
、
男
性
の
会
員

も
含
め
、
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
」
の
結
成
も
検

討
中
で
す
。

女
性
部
会  

終
活
講
習
会
を
開
催

―
帯
広
地
方
支
部
―

　

二
〇
二
四
年
九
月
一
二
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
ビ
ル
Ｏ

Ｂ
サ
ロ
ン
で
自
身
の
終
活
に
む
け
て
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
見
よ
う
と
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

男
性
の
会
員
の
方
に
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
女
性
七
名
男
性
一
名
の
計
八
名
で
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
社
団
法
人
「
と
か
ち
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
協
会
」
の
女
性
講
師
を
招
き
、
楽
し
い
講

和
と
実
技
を
は
さ
み
な
が
ら
の
講
習
会
で
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
、
今
に
な
っ
て
後
悔
し
て
い
る

事
、
将
来
困
る
事
は
？
不
安
な
事
は
？
六
カ
月
後
、

一
年
後
、
三
年
後
、
一
〇
年
後
、
二
〇
年
後
・
・
・

そ
し
て
最
期
の
自
分
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
の
か
。

　

今
ま
で
想
像
し
た
く
な
か
っ
た
事
を
実
際
に
文

字
に
し
て
み
る
と
の
ん
び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
気

持
ち
に
な
り
、
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
協
会
推
薦
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
購
入
し
、
意
欲
満
々
の
会

員
も
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
将
来
の
不
安
も
忘
れ
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
お
弁
当
を
い
た
だ
き

あ
っ
と
言
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。

　

今
年
度
の
女
性
部
の
活
動
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま

す
が
、
二
〇
二
五
年
度
は
法
に
関
す
る
講
座
や
防

災
に
係
る
こ
と
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
会
活
動
状
況

女
性
部
会
活
動
状
況
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「
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
市
」へ
の

参
加
に
つ
い
て

―
北
海
道
地
方
本
部
―

　

令
和
七
年
一
月
一
一
日
（
土
）
～
一
月
一
二
日

（
日
）
に
、
「
か
で
る
２
・
７
」
で
開
催
さ
れ
た

札
幌
ユ
ネ
ス
コ
協
会
主
催
の
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
市
へ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
九
名
の
女
性

部
会
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

収
益
金
は
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
お
い
て
被
災
地
へ

の
支
援
等
様
々
な
活
動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
以
降
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

北
海
道
地
方
本
部
女
性
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

阿
部　

眞
幸
子
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
も
よ
う

第
二
回
賞
品
大
会
と
納
会

―
釧
路
地
方
支
部
―

　

釧
路
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
令
和
六
年
一
〇

月
二
四
日
釧
路
河
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
第
二

回
賞
品
大
会
「
越
田
英
子
杯
」
を
二
六
名
が
参
加

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
白
石
徳
雄
さ
ん
は
、
例
会
を
含
め
て

最
小
ス
コ
ア
と
な
る
九
一
（
グ
ロ
ス
九
六
）
で
、

今
年
最
後
の
大
会
を
締
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
八
日
の
納
会
で
は
、
年
間
の
平

均
打
数
（
一
七
回
以
上
参
加
）
な
ど
各
賞
の
発
表

が
あ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

釣
サ
ー
ク
ル
釧
路「
狂
鱗
会
」

釣
り
大
会
の
も
よ
う

―
釧
路
地
方
支
部
―

【
第
六
回
例
会
・
　
浦
雲
泊
付
近
フ
リ
ー
】

　

令
和
六
年
一
〇
月
八
日
午
前
五
時
半
集
合
。
曇

り
空
で
波
高
く
ウ
ネ
リ
も

寄
せ
て
釣
り
場
も
限
定
的

と
な
り
ま
し
た
。

成績表（上位 10 名）

記事

H1

H1

ネット

95

99

101

102

102

103

103

103

104

105

グロス

91

96

100

100

102

102

103

103

101

105

HCP

4

3

1

2

1

3

氏名

白 石 徳 雄

越 田 英 子

矢 田 常 利

中 川 幸 男

伊 藤 正 次

大 本 髙 広

長 山 正 弘

沼 内 一 紀

草 皆 幸 二

菊 地 幸 男

順位

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

今年最小スコアのぶっちぎりで優勝した白石徳雄さん
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今
年
の
大
会
も
最
終
回
と
な
り
、
年
間
賞
を
楽

し
み
に
、
各
自
の
ポ
イ
ン
ト
へ
と
散
り
ま
し
た
。
跡

永
賀
地
区
に
入
っ
た
小
谷
さ
ん
が
良
型
五
匹
を
揃
え

僅
差
で
ト
ッ
プ
と
な
り
、
ポ
ン
ド
マ
リ
右
岩
場
付
近

に
入
っ
た
門
脇
、
佐
藤
さ
ん
ら
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
一
月
一
五
日
に
、
居
酒
屋
で
納
竿
会
が
行
わ

れ
、
年
間
成
績
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
脇
会
長
か
ら
、
「
会
員
の
足
腰
、
目
な
ど
衰

弱
、
釣
り
場
で
の
転
倒
や
餌
、
釣
り
具
、
入
れ
歯

な
ど
忘
れ
物
が
多
く
な
り
心
配
だ
が
、
安
全
第
一

で
今
年
も
沢
山
釣
っ
て
楽
し
み
た
い
」
と
話
し
を

し
て
い
ま
す
。

囲
碁
サ
ー
ク
ル「
碁
楽
会
」

第
三
回
賞
品
大
会
王
座
戦

―
釧
路
地
方
支
部
―

　

令
和
六
年
三
回
目
賞
品
大
会
を
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
（
ハ
ン
デ
ィ
戦
）
で
会
員
一
二
名
が
令

和
六
年
九
月
二
五
日
～
一
〇
月
二
三
日
の
約
一

か
月
間
に
渡
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
中
島 

賢
さ
ん
、
準
優
勝
は
中
川
幸
男

さ
ん
、
三
位
に
白
石
徳
雄
さ
ん
と
齋
政
之
さ
ん
と

敗
者
復
活
戦
で
橋
本
修
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
の
中
島
さ
ん
は
、
今
年
の
各
大
会
で
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

次
回
総
当
た
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平均年齢？才の釣り名人たちと
小谷さんが釣った大物アブラコ（左）

優勝の中島賢さん（左）
と準優勝の中川幸男さん
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阿
部
　
郁
夫
　
Ｒ
3
◯札　

今
年
は
体
の
総
点
検
。

人
間
ド
ッ
ク
に
脳
ド
ッ
ク
、
甲
状
腺
に
前
立

腺
、
検
査
す
る
と
何
か
出
ま
す
。
そ
ん
な
年
齢

に
な
り
ま
し
た
。

阿
波
　
宏
丞　
Ｈ
1
◯ド　

腰
膝
に
加
え
、
昨
年
は

右
肩
の
腱
板
が
部
分
断
裂
し
て
し
ま
い
、
ま

た
、
肺
気
腫
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
の
診
断
で
プ
ー
ル
に

週
三
～
四
日
通
っ
て
い
ま
す
。

飯
塚
　
　
清　
Ｈ
2
◯札　

年
齢
相
応
に
元
気
で
す

が
、
難
病
の
妻
（
八
八
歳
）
の
介
護
に
日
夜
精

進
し
て
お
り
ま
す
。

五
十
嵐
達
明　
Ｓ
52
◯札　

元
気
で
す
。

五
十
嵐
安
義　
Ｈ
15
◯札　

今
年
八
三
歳
元
気
で
す
。

岩
谷
　
光
明　
Ｈ
13
◯ド　

ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
夏

山
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
冬
山

登
山
を
追
加
し
ま
し
た
。
元
気
で
す
。

内
海
　
英
子
　
Ｒ
2
◯札　

毎
日
を
丁
寧
に
生
き
る

こ
と
、
今
が
幸
せ
と
気
づ
く
日
々
を
過
ご
そ
う

と
心
が
け
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
　
寿　
Ｈ
1
◯札　

両
足
が
痛
い
が
何
と
か

歩
け
ま
す
。

大
河
原
　
忠　
Ｈ
12
◯釧　

二
〇
〇
八
年
よ
り
続
け

て
き
た
交
通
安
全
指
導
員
を
、
三
月
に
卒
業
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
安
全
に
気
を
つ
け

た
い
と
お
も
い
ま
す
。

太
田
　
宣
好　
Ｈ
11
◯札　

一
抗
が
ん
剤
治
療
を
終

え
て
、
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
近
く
の
低
山

を
走
っ
た
り
し
て
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

太
田
　
吉
泰　
Ｈ
15
◯ド　

エ
ゾ
リ
ス
、
野
鳥
の
餌

や
り
と
、
ド
ン
グ
リ
ッ
チ
人
形
の
作
成
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

大
髙
　
敏
夫　
Ｓ
62
◯札
昭
和
五
年
二
月
生
ま
れ
の

九
四
歳
。
年
齢
相
応
に
元
気
で
す
。
と
は
言
う

も
の
の
身
体
の
方
は
経
年
劣
化
に
よ
り
診
察
券

は
増
え
る
ば
か
り
。
介
護
保
険
で
は
要
支
援
１

に
認
定
、
週
一
回
の
デ
イ
ケ
ア
は
「
手
稲
あ
ん

じ
ゅ
」
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
友
　
昭
和　
Ｈ
20
◯ド　

今
日
も
一
日
元
気
で
頑

張
る
旨
で
、
努
力
と
奮
闘
を
日
々
し
て
い
ま
す
。

岡
田
　
良
次　
Ｈ
14
◯室　

昨
年
運
転
免
許
を
更
新

し
ま
し
た
。
今
年
は
七
回
目
の
年
男
で
～
す
。

年
齢
相
応
に
頑
張
り
ま
～
す
。

沖
　
　
貞
一　
Ｈ
21
◯札　

週
に
三
日
退
職
者
の
会

の
事
務
局
に
詰
め
て
い
ま
す
。
雪
の
降
ら
な
い

間
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

数
馬
　
竹
弘　
Ｈ
13
◯札　

ペ
ッ
ト
（
犬
）
の
世
話

を
し
な
が
ら
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

加
藤
　
昌
美　
Ｈ
12
◯札　

町
内
会
の
役
員
に
な
っ

て
一
二
年
を
超
え
ま
し
た
。
役
員
の
辞
退
希
望

者
は
い
ま
す
が
、
後
任
が
見
つ
か
ら
ず
、
お
願

い
を
し
て
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町

内
会
の
あ
り
方
も
、
そ
ろ
そ
ろ
考
え
る
時
期
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
日
々
で
す
。

片
岡
　
典
行　
Ｈ
26
◯札　

ボ
チ
ボ
チ
健
康
で
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

亀
村
　
良
秋　
Ｈ
24
◯札　

軽
い
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
お
陰
様
で
元
気
で
す
。

川
内
　
康
久　
Ｈ
1
◯札　

認
知
症
予
防
の
為
と

思
っ
て
？
せ
っ
せ
と
囲
碁
サ
ー
ク
ル
に
通
っ
て

居
り
ま
す
が
、
上
達
は
し
ま
せ
ん
。
耳
が
か
な

り
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
電
電
記
念
日
等
で
お

元
気
な
方
達
と
会
話
が
出
来
て
幸
せ
で
す
。

◯
ハ
ガ
キ
回
報
を
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
方
々

の
近
況
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
五
十
音
順
）

凡
例
：
会
員
名
・
退
職
年
・
地
方
支
部
等
名

（
◯札
は
地
方
本
部
、
ド◯
は
ド
コ
モ
支
部
）
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川
上
　
礼
靖　
Ｈ
29
◯ド　

残
念
な
が
ら
、
現
在
、

闘
病
生
活
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
す
。

河
田
　
邦
夫　
Ｈ
2
◯札　

年
賀
状
の
数
が
一
〇
通

以
下
に
な
り
何
と
も
寂
し
い
限
り
で
す
。
投
薬

の
た
め
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
て
お
り

懇
親
会
等
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

神
田
　
　
豁　
Ｈ
9
◯札　

何
と
か
元
気
で
や
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
老
化
で
膝
痛
が
あ
り
少
々

辛
い
で
す
。
今
年
も
元
気
に
過
ご
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

菊
川
　
昭
夫　
Ｈ
17
◯札　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
ラ
ー

ク
博
士
別
れ
の
地
・
久
蔵
の
里
普
及
促
進
会
」

を
立
ち
上
げ
一
〇
年
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
〝
Ｂ

ｏ
ｙ
ｓ　

ｂ
ｅ　
ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
！
〟

の
真
意
と
中
山
久
蔵
翁
の
寒
冷
地
稲
作
の
成
功

し
た
地
を
後
世
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

北
山
　
洋
子　
Ｈ
4 

苫⃝　

元
気
で
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

木
戸
　
和
幸　
Ｈ
12
◯ド　

年
相
応
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

及
能
　
　
調　
Ｈ
15
◯ド　

横
浜
が
近
い
の
で
時
々

遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
。
函
館
育
ち
な
の
で

や
っ
ぱ
り
海
の
香
り
が
気
分
を
落
ち
着
か
せ
ま

す
。
元
気
で
す
。

串
田
　
政
実　
Ｈ
25
◯札　

一
昨
年
よ
り
退
職
者
の

会
で
幹
事
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
札
退
連

の
幹
事
も
し
て
お
り
ま
す
。

黒
川
　
醇
三　
Ｓ
62
◯札　

九
五
歳
に
な
り
ま
し
た

が
元
気
で
す
。
昨
年
国
際
現
代
書
道
展
で
青
沼

秀
峯
記
念
賞
を
受
賞
、
一
月
一
九
日
に
札
幌
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
揮
毫
を
行

い
ま
す
。

桑
島
　
蘭
子　
Ｈ
4
◯札　

毎
年
一
月
誕
生
月
に
友

達
と
食
事
会
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
通
院
し
な
が
ら
も
デ
パ
ー
ト
通
い
も
出

来
て
元
気
で
す
。

越
湖
　
貞
夫　
Ｈ
5
◯ド　

一
二
月
に
「
坐
骨
神
経

痛
」
で
整
形
外
科
に
入
院
し
ま
し
た
が
、
現
在

通
院
し
て
八
〇
％
回
復
し
ま
し
た
。

斎
藤
宏
二
郎　
Ｈ
7
◯ド　

今
年
で
七
回
目
の
干

支
、
Ｓ
状
結
腸
癌
、
術
後
三
年
目
何
と
か
生
き

て
い
ま
す
！

坂
田
日
出
雄　
Ｈ
11
◯樽　

八
十
路
を
迎
え
て
二
年

目
‼
日
々
充
実
し
た
生
活
を
す
る
た
め
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

坂
田
　
　
弘　
Ｈ
10
◯札　

昨
年
、
白
内
障
の
手
術

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
医
師
か
ら
「
老
人
性
眼
瞼

下
垂
症
も
治
療
し
ま
す
」
と
の
事
で
お
願
い
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
近
所
の
人
か
ら
グ
ル
ー
プ

ア
イ
ド
ル
・
ス
ノ
ー
マ
ン
の
目
黒　

蓮
に
似
て

い
る
ね
と
言
わ
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
、
昔

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
「
顔
認
証
」
し
た

と
こ
ろ
パ
ス
し
た
の
で
す
。
鏡
で
確
認
す
る

と
、
そ
こ
に
は
「
く
っ
き
り
一
重
瞼
の
昔
馴
染

み
の
顔
」
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
野
　
吉
則　
Ｈ
18
◯札　

町
内
会
活
動
、
ゴ
ル

フ
、
ス
キ
ー
、
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
孫

の
成
長
が
何
よ
り
の
癒
や
し
に
な
り
ま
す
。

桜
井
　
順
一　
Ｈ
12
◯旭　

膀
胱
癌
か
ら
四
年
目
に

な
り
、
今
は
六
カ
月
に
一
回
の
通
院
で
内
視
鏡

等
の
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
頻
尿
の
方
は
病

院
か
ら
出
て
い
る
漢
方
薬
（
八
味
地
黄
丸
）
で

治
療
、
昨
年
夏
、
コ
ロ
ナ
感
染
ま
で
は
、
順
調

に
改
善
（
一
日
二
四
時
間
、
正
常
値
八
回
未
満

で
一
〇
回
前
後
）
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

悪
い
時
の
回
数
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
（
一
五
回

前
後
）
頻
尿
以
外
は
年
齢
な
り
に
元
気
で
す
。

佐
々
木
征
一　
Ｈ
13
◯札　

お
陰
様
で
元
気
で
町
内

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

八
十
代
に
な
り
健
康
に
留
意
し
て
人
生
を
楽
し

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
　
和
幸　
Ｈ
9
◯札　

読
み
書
き
計
算
、
適
度

な
ス
ト
レ
ッ
チ
、
仲
間
と
の
語
り
、
定
期
的
な

検
診
に
元
気
さ
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

孫
た
ち
の
成
長
に
も
感
謝
で
す
！
〝
孫
成
人
幾

年
重
ね
て
頼
も
し
く
〟

佐
藤
　
民
子　
Ｈ
9
◯札　

昨
年
は
体
調
不
良
に

て
、
エ
ス
コ
ン
通
い
も
ま
ま
な
ら
ず
残
念
至

極
‼
完
治
は
せ
ず
と
も
今
年
は
行
く
だ
け
～

（
笑
）
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
展
に
出
そ
う
か
？
創

− 25−



242号242号

造
力
に
欠
け
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。

佐
藤
　
輝
男　
Ｈ
3
◯旭　

齢
、
九
一
歳
ま
だ
湯
気

が
立
っ
て
い
ま
す
。
一
年
の
計
と
は
「
吾
、
唯

足
知
」
生
き
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
か
な
、
春
に

な
れ
ば
畑
、
庭
で
呼
ば
れ
る
か
な
、
期
待
し
て

い
ま
す
。

真
田
　
尚
明　
Ｈ
26
◯札　

今
年
六
月
ま
で
つ
う
け

ん
ア
ク
ト
、
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

柴
田
　
静
夫　
Ｈ
13
◯札　

昨
年
の
暮
れ
、
豊
平
川

水
穂
大
橋
に
て
一
〇
匹
前
後
の
鮭
を
観
た
。
頑

張
る
姿
に
感
動
と
ひ
た
む
き
さ
を
も
ら
っ
た
。

「
老
化
」
な
ん
の
こ
れ
し
き
。

清
水
　
一
夫　
Ｈ
20
◯旭　

元
気
で
す
。
週
四
日
で

働
い
て
、
夏
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
遊
ん
で
い
ま

す
。

清
水
　
憲
幸　
Ｈ
13
◯札　

齢
の
せ
い
か
、
体
調
は

あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
十
月
に
は
傘

寿
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
「
近
況
報
告
」
も
今
日

で
最
後
と
し
、
ゆ
っ
く
り
と
終
活
・
余
暇
を
楽

し
も
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

庄
司
　
信
一　
Ｈ
6
◯ド　

年
相
応
に
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

白
澤
　
康
夫　
Ｈ
12
◯ド　

元
気
に
し
て
い
ま
す
。

高
校
同
期
生
に
よ
る
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
俳
句
会
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
月
三
句
の
投
稿
に
苦
心

し
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
瑞
江　
Ｈ
10
◯札　

年
齢
相
応
に
老
化
し
て

い
ま
す
。

太
子
　
　
務　
Ｈ
15
◯札　

喜
寿
を
迎
え
、
急
に
齢

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
健
康
維

持
の
た
め
、
出
来
る
限
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
金
婚
式

を
迎
え
る
の
で
、
四
月
に
は
高
野
山
・
熊
野
古

道
方
面
を
旅
行
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

髙
田
　
　
修　
Ｈ
9
◯札　

年
齢
相
応
に
げ
ん
き
で

す
。
体
力
維
持
の
た
め
、
今
年
も
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
励
み
ま
す
。

髙
橋
　
勝
嘉　
Ｈ
12
◯札　

今
年
傘
寿
を
迎
え
ま

す
。
（
昭
和
百
年
の
八
〇
年
）
足
腰
を
痛
め
、

少
し
の
距
離
を
歩
い
て
も
、
休
む
事
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

髙
橋
　
盛
俊　
Ｈ
17
◯札　

元
気
で
い
ま
す
。

竹
村
　
　
修　
Ｈ
1
◯札　

今
年
、
満
九
三
歳
に
な

り
ま
す
！
歩
く
の
も
、
立
っ
て
仕
事
を
す
る
の

も
辛
く
な
り
ま
し
た
が
、
頭
脳
明
晰
で
（
老
人

特
有
の
物
忘
れ
は
人
一
倍
し
ま
す
が
（
笑
）
）

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
と
か
車
の
運
転
は
ま
だ
大
丈

夫
で
、
と
言
う
よ
り
、
車
が
な
い
と
仕
事
に
も

買
い
物
に
も
困
る
状
況
で
す
。
落
石
無
線
局
関

連
の
資
料
は
北
海
道
が
推
進
し
て
い
る
「
北
方

領
土
資
料
発
掘
事
業
」
と
根
室
市
の
「
歴
史
と

資
料
館
」
に
も
お
願
い
し
、
寄
付
を
済
ま
せ
ま

し
た
が
、
ま
だ
、
自
分
の
膨
大
に
あ
る
書
籍
と

機
材
の
ほ
か
身
内
（
義
兄
、
義
弟
）
の
持
っ
て

い
た
「
有
名
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
群
」
「
洋
画
の

ポ
ス
タ
ー
」
を
ヤ
フ
オ
ク
、
メ
ル
カ
リ
に
出
品

す
る
の
に
大
わ
ら
わ
、
さ
ら
に
そ
の
落
札
・
購

入
の
発
送
に
て
ん
て
こ
舞
い
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
中
年
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
の
理
論
物
理
学
者

Ｆ
・
カ
ッ
プ
ラ
の
「
タ
オ
自
然
学
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

先
輩
の
大
橋
正
雄
さ
ん
の
「
波
動
性
科
学
入

門
」
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
唯

心
論
者
に
転
向
し
「
万
教
同
根
」
と
宇
宙
に
は

生
命
体
・
意
識
体
、
は
た
ま
た
次
元
の
異
な
る

世
界
（
あ
の
世
）
な
ど
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
全
く
同
じ
想
い
で
祈
り
、
自

分
が
今
あ
る
の
は
、
先
祖
は
勿
論
、
出
生
と
、

少
し
で
も
か
か
わ
っ
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
し
て
、
後
わ
ず
か
と
思
わ
れ
る
人

生
の
最
終
章
を
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆

様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

谷
澤
　
　
繁　
Ｈ
14
◯ド　

お
正
月
に
本
棚
整
理
で

貴
重
な
技
術
書
見
つ
け
た
。
「
設
計
エ
ン
ジ
ニ

ア
必
携
（
無
線
編
）
昭
和
五
八
年
版
九
七
〇

頁
、
電
電
公
社
施
設
局
制
作
」
こ
の
本
が
私
を

無
線
技
術
者
し
て
育
て
て
く
れ
た
、
懐
か
し
い

な
。
マ
イ
ク
ロ
無
線
他
基
本
仕
様
が
全
て
詰

ま
っ
て
い
る
。

田
守
　
真
一　
Ｈ
23
◯札　

一
日
一
万
歩
を
目
標

に
、
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。

丹
野
　
孝
明　
Ｈ
20
◯札　

体
力
の
衰
え
は
進
ん
で
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い
ま
す
が
、
心
身
共
に
健
康
は
維
持
し
て
お
り

ま
す
。

土
本
　
　
彪　
Ｈ
5
◯札　

肩
腱
板
の
断
裂
障
害
に

よ
り
休
止
し
て
い
た
魚
釣
り
は
昨
年
の
春
か
ら

カ
レ
ー
・
シ
ャ
コ
釣
り
等
に
復
帰
し
、
投
擲
距

離
は
落
ち
た
も
の
の
年
齢
相
応
の
釣
果
に
恵
ま

れ
安
堵
し
て
い
ま
す
。
夫
は
三
つ
の
病
名
で
経

過
観
察
の
た
め
定
期
的
な
通
院
、
妻
は
週
二
回

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
夫
婦
共
々
健
康
寿

命
の
維
持
に
努
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

土
田
　
　
実　
Ｈ
18
◯札　

元
気
で
や
っ
て
お
り
ま

す
。

土
屋
　
和
義　
Ｈ
13
◯札　

令
和
七
年
一
月
二
日
、

滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園
で
の
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
走
行
距
離
が
７
千
㎞
に
到
達

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

時
政
　
　
新　
Ｈ
5
◯札　

相
変
わ
ら
ず
、
介
護
・

介
護
の
毎
日
に
生
き
が
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
村
　
作
治　
Ｈ
6
◯旭　

百
寿
大
学
へ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
テ
ニ
ポ
ン
、
毎
週
二
回
の
カ
ラ
オ
ケ
で

元
気
で
す
。
八
〇
歳
。

中
村
　
武
司　
Ｈ
4
◯旭　

昭
和
三
〇
年
代
、
自
動

二
輪
、
普
通
車
等
と
車
種
変
更
八
台
で
走
行
距

離
一
二
〇
万
キ
ロ
。
良
く
無
事
故
で
現
在
に

至
っ
た
事
な
に
よ
り
と
感
謝
で
す
。
九
〇
歳
に

な
り
ま
し
た
。
元
気
で
す
。
後
一
年
位
安
全
運

転
を
と
・
・

鳴
野
　
一
美　
Ｈ
13
◯札　

あ
と
二
年
で
傘
寿
を
迎

え
る
年
齢
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
力
的
に
は
元

気
で
す
。
最
近
は
物
忘
れ
が
酷
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

布
目
　
康
則　
Ｈ
4
◯札　

米
寿
も
過
ぎ
ま
し
た

が
、
お
陰
様
で
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

林
　
　
伸
幸　
Ｈ
19
◯札　

江
別
市
聚
楽
学
園
を
三

月
卒
業
し
ま
す
。
役
員
も
終
了
し
て
の
ん
び
り

と
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。
旧
岩
見
沢
支

部
の
集
ま
り
を
行
い
ま
す
。

原
　
　
　
巌　
Ｈ
5
◯札　

お
陰
様
で
、
入
退
院
な

し
で
米
寿
祝
が
出
来
そ
う
で
健
康
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

原
谷
　
宏
治　
Ｈ
12
◯札　

地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
横
浜
へ
来
た
時
（
平
成
二
六
年
）
か
ら
入
会

し
、
毎
月
の
定
例
会
及
び
趣
味
会
（
ラ
ジ
オ
体

操
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
旅
行
等
）
に
参
加
し
楽

し
く
元
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

樋
口
　
喜
一　
Ｈ
1
◯札　

夫
婦
と
も
高
齢
（
九
〇

歳
前
後
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

平
井
　
美
昭　
Ｈ
15
◯ド　

昨
年
、
喜
寿
を
迎
え
、

山
口
・
秋
芳
洞
、
島
根
・
津
和
野
、
広
島
・
原

爆
ド
ー
ム
資
料
館
を
初
め
て
訪
れ
、
平
和
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

福
井
　
豊
一　
Ｈ
20
◯札　

は
ま
な
す
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
岩
見
沢
）
の
仕
事
も
五
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
年
も
元
気
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽

し
む
た
め
健
康
第
一
で
過
ご
し
ま
す
。
。

古
屋
　
紀
雄　
Ｈ
7
◯函　

お
陰
様
で
無
病
息
災
で

す
が
、
た
だ
、
薄
毛
の
進
行
が
気
が
か
り
で
す
。

今
年
の
目
標
は
長
期
間
サ
ボ
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ

の
練
習
を
再
開
す
る
こ
と
で
す
。

前
田
　
　
壹　
Ｈ
13
◯旭　

昨
年
一
〇
月
に
札
幌
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
現
在
、
病
気
療
養
中
で
す
。

松
倉
　
輝
明　
Ｈ
8
◯札　

年
相
応
に
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

松
田
　
顕
二　
Ｓ
62
◯札　

今
年
も
昭
和
六
二
年
退

職
時
に
第
一
回
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、
北

海
道
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
（
北
海
道
新
聞
社
事
業

セ
ン
タ
ー
内
）
の
一
人
と
し
て
お
手
伝
い
す
る

予
定
で
す
。

松
田
　
　
茂　
Ｈ
15
◯札　

昨
年
の
二
月
に
半
月
程

入
院
し
ま
し
た
が
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
、
四
月

か
ら
三
日
に
一
度
、
警
備
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
体
調
も
良
く
元
気
に
し
て
い

ま
す
。
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松
本
　
和
之　
Ｈ
20
◯札　

六
度
目
の
年
男
も
元
気

に
通
過
し
、
今
年
は
巳
年
！
蛇
の
よ
う
に
ト
グ

ロ
を
巻
い
て
、
ジ
ッ
と
獲
物
（
健
康
）
を
狙
い

続
け
る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
　
裕　
Ｈ
5
◯札　

米
寿
を
迎
え
元
気
で
お

り
ま
す
。

三
浦
　
孝
友　
Ｈ
13
◯札　

本
年
傘
寿
で
す
。
昨
年

「
保
護
司
」
を
退
任
し
法
務
大
臣
、
札
幌
市
長

か
ら
永
年
の
功
労
を
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
定
年
の
な
い
「
交
通
安
全
指
導
員
」
を
継
続

し
て
「
健
康
寿
命
を
妻
と
と
も
に
‼
」
頑
張
り

ま
す
。

見
上
　
光
雄　
Ｓ
63
◯札　

今
年
も
冬
は
国
際
ス

キ
ー
場
へ
目
標
は
一
〇
回
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
は
「
札
幌
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
や

「
美
瑛
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
て

足
腰
の
現
状
維
持
に
努
め
ま
す
。

森
岡
　
一
史　
Ｈ
24
◯札　

一
昨
年
、
完
全
に
リ
タ

イ
ア
し
ま
し
た
。
ま
だ
元
気
な
の
で
、
妻
と
二

人
で
年
一
回
の
国
内
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

山
下
　
　
實　
Ｈ
17
◯札　

昨
年
、
傘
寿
に
な
り
ま

し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
夏
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

冬
は
ス
キ
ー
、
仲
間
た
ち
と
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ

ガ
ヤ
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
本
　
定
男　
Ｈ
13
◯ド　

薬
を
飲
み
な
が
ら
、
何

と
か
日
常
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。

山
谷
　
　
暁　
Ｈ
16
◯札　

無
事
何
と
か
年
を
越
え

ま
し
た
。
早
く
雪
が
融
け
、
桜
の
季
節
に
旅
行

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

吉
岡
　
孝
由　
Ｈ
3
◯札　

九
〇
代
の
老
々
生
活
二

人
、
と
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
変
わ
っ

た
の
は
私
が
家
事
の
す
べ
て
を
担
当
し
た
こ
と

で
す
。

吉
田
　
耕
一　
Ｈ
17
◯函　

昨
年
、
傘
寿
を
迎
え
思

う
様
に
動
く
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
は
今
年
Ｊ
２
の
戦

い
、
Ｊ
１
昇
格
は
い
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

米
坂
　
純
一　
Ｈ
9
◯ド　

今
年
も
健
康
第
一
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
共
に
早
朝

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
日
中
は
頭
の
体
操
の
た
め
の

図
書
館
利
用
で
軽
い
眠
り
に
、
夜
は
疲
れ
を
癒

す
た
め
の
適
度
な
？
晩
酌
、
こ
れ
を
日
課
に
し

よ
う
。
元
旦
の
誓
い
。

和
田
　
利
明　
Ｈ
13
◯札　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
し
て
、
風
邪
と
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。

渡
邊
　
啓
子　
Ｈ
4
◯札　

元
気
で
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
と
、
億
劫
が
ら
ず
な
る
べ
く
体
を
動
か
す
事

を
実
行
、
在
職
中
は
ス
キ
ー
や
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
で
楽
し
ん
だ
事
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
乍

ら
・
・
・

＊

＊

＊
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電友会北海道地方本部電電こぶし会情報のブログによる提供について
IT相談員：成毛　勉

１．ブログ検索方法

２．ブログに関するご要望等について

Yahoo又はGoogleを活用して

ブログに関するご意見、ご要望がありましたら、連絡頂ければ幸いです。
ご意見・ご要望等の連絡先
電話　０１１－２９０－４７４７　尾崎

と入力する。

をクリックしてください。

検索したいカテゴリーをクリックして頂き、閲覧ください。
■カテゴリー例　・トップページ
　　　　　　　　・プロフィール
　　　　　　　　・訃報ーⅠ
　　　　　　　　・訃報ーⅡ
　　　　　　　　・叙位・叙勲
　　　　　　　　・会報（抜すい）

・こぶし通信
・支部通信
・サークル活動
・女性部会活動状況

が出現します。

　会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日頃、電電こぶし会の運用にあたり、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、電電こぶし会の情報提供を「ｇｏｏブログ」による提供とさせて頂きました。
　会員の皆様にはこれからｇｏｏブログ及びこぶし会会報により情報の共有化を図って
いきたいと存じます。
　ｇｏｏブログをご登録頂きご利用賜ります様よろしくお願い申し上げます。

電電こぶし会 goo ブログアドレス  ：  http://blog.goo.ne.jp/denyu-kobushi

電電こぶしブログ

電友会北海道地方本部電電こぶし会ブログーgooブログ

電友会北海道地方本部電電こぶし会ブログ

※イメージは次ページをご覧ください。

※「パケットかけ放題」でない契約のスマホやタブレット端末から当ブログにアクセスした場合、パケット料金
が高額になったり、閲覧のスピードが遅くなる場合がありますので、気をつけてご利用ください。
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訃報（会員死亡）
　謹んで哀悼の意を表します

＜支部別・届出順・敬称略＞
【所属】 【氏　名】 【享年】【死亡年月日】 【所属】 【氏名】 【享年】【死亡年月日】
地方本部 鈴木　一章 84 R5.12.10 函館 黒川　俊幸 91 R6.12.8

〃 安田　　穣 88 R6.12.10 〃 山本　康広 75 R6.12.18
〃 木下　松芳 85 R6.12. 9 〃 佐藤　俊文 74 R7.3.5
〃 渡部　修久 90 R6.12.11 旭川 堀　　　基 84 R6.12.14
〃 工藤　泰克 83 R6.12.19 〃 山根　末吉 88 R6.12.14
〃 牧野　武彦 91 R6.9.29 〃 秋葉　　正 94 R7.2.10
〃 平池　　肇 78 R6.12.21 釧路 佐藤　清功 76 R7.1.1
〃 馬淵　隆博 87 R7.1.5 北見 小野寺 保男 93 R7.1.17
〃 辻　　敬司 96 R6.12.31 〃 井家　良樹 94 R6.12.30
〃 藤井　千里 79 R6.10.12 〃 鈴木　　聰 77 R7.3.5
〃 中田　　勲 90 R7.1.19 小樽 長田　惠子 93 R7.2.1
〃 今　　　力 86 R7.1.22 〃 原子　洋二 80 R6.3.24
〃 重村　幸夫 96 R7.2.9 帯広 橋本　　誠 88 R7.1.6
〃 山口　義信 93 R7.2.26 ドコモ 時田　秀雄 82 R6.10.25

〃 渡辺　　栄 84 R7.1.5

配偶者死亡
　次の方々の配偶者が亡くなられました
　謹んで哀悼の意を表します　

＜届出順・敬称略＞
【所属】 【会員氏名】 【死亡配偶者名】 【死亡年月日】

北見 原谷　雅啓 妻 原谷美榮子 R6.12.12
地方本部 藤井　　了 妻 藤井　昌子 R6.11.11

〃 大留　喜子 夫 大留　　宏 R6.12.28
〃 北畑　雅彦 妻 北畑久美子 R7.1.16

ドコモ 押野　義雄 妻 押野恵美子 R7.1.4
小樽 山内　　信 妻 山内　敬子 R7.2.2

地方本部 大澤　公男 妻 大澤　香子 R7.2.11
旭川 奥山　寿子 夫 奥山　隆弘 R7.2.27
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NTT東日本札幌病院
各種検診のご案内

『前立腺ドック』のご案内
前立腺ドックは、泌尿器科専門医による問診・検査により、前立腺がんや腎臓がん、膀胱がんなど、
泌尿器科疾患に特化したフルコースの検診です。
前立腺がんは初期には自覚症状がほとんど無く、進行した場合にはリンパ節や骨に転移が起こりやす
いとも言われています。また、前立腺肥大症については、55歳以上の男性の約20％、80歳までに
80％以上がなると言われております。
以下のチェックリストで二つ以上該当される方、『前立腺ドック』を受けてみませんか。

＜日時＞ 毎週 水 曜日
＜時間＞ 10：00～15：00頃
＜費用＞ 22,000円（税込）
＜検査内容＞ 前立腺MRI  残尿エコー  腹部CT 前立腺エコー 尿流測定 

栄養相談  検尿

ＮＴＴ東日本札幌病院 泌尿器科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)

※完全予約制ですので、事前にお電話でご予約をお願いします。

『大動脈瘤検診』のご案内
大動脈瘤は殆どが無症状で、破裂するまでに症状に気づくことはありません。
ある日突然大動脈瘤が破裂すると高い確率で死に至るため、『サイレントキラー』と呼ばれています。
以下のチェックリストで二つ以上該当される方、『大動脈瘤検診』を受けてみませんか？

＜日時＞ 毎週 水 曜日
＜時間＞ 8：30～11：00頃
＜費用＞ 5,500円（税込）
＜検査内容＞ 採血 CT 心電図 ABI

□ 高血圧の方 □ 喫煙をされている方 □ 糖尿病の方
□ コレステロール値、中性脂肪値が多い方 □ 60歳以上の方・男性の方
□ 家族に大動脈瘤の病歴のある方 □ その他心臓・大動脈に不安がある方

□ 夜寝てから朝までに何度もトイレに起きる。
□ 排尿しようと構えてから尿が出始めるまで5-6秒以上かかる。
□ 排尿の勢いが悪く、遠くに飛ばなくなり、出てから終わるまで時間がかかる。
□ 尿の切れが悪く、最後にポタポタつづく。
□ 排尿が済んでも。膀胱に尿が残っているような残尿感がある。

※完全予約制ですので、事前にお電話でご予約をお願いします。

ＮＴＴ東日本札幌病院 心臓血管外科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)
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PRP(多血小板血漿)療法とは

変形性ひざ関節症等の新たな治療(手術しない治療法)
「再生療法(PRP療法)」のご案内

関節などに痛みを抱える方々へ「先進的な再生医療を提供する・手術しない治療法を提供すること」を目的とし、
変形性ひざ関節症などの疾患に対する再生医療のニーズに応えるため、整形外科において再生医療(PRP療法）
を開始致しました。

こんな方にお勧めです
□ つらい痛みを軽減したい
□ 手術を望まない・手術に踏み切れない
□ 出来るだけ入院や人工関節は避けたい
□ スポーツに早期復帰したい
□ ヒアルロン酸の注射はほとんど効果が感じられない

治療の流れ

費用について（自費診療）
1回 ： 55,000円 (税込) 【3回セット(165,000円(税込))が基本コースとなります】

⚫ 患者さん自身の血液中から治療に必要な成分を抽出し、幹部に注入する再生医療です。
⚫ 血小板には血管が損傷した時、固まって出血を止める働きがあり、PRP療法には血小板から放出される成長因
子等の成分により、炎症改善や痛みの緩和、軟骨破壊抑止効果が期待されています。

⚫ PRP療法は欧州では既に治療法として承認されており、その結果が国際的に権威ある学術誌に報告される等、
 有効性の確認が進んでおります。

XP,MRI撮影
血液検査診察

自費診療保健診療

1ヶ月後

自費会計PRP投与
1回目

STEP1～3

STEP1 患者さんの腕から少量採血(15ml)します
STEP2 採血した血液を遠心分離し、赤血球と白血球からPRP(多血小板血漿)を分離、抽出します
STEP3 PRPを幹部に注射します
治療時間(STEP1～STEP3)は30分程度です

自費会計PRP投与
2回目 自費会計PRP投与

3回目

1ヶ月後

治療効果について
⚫ 治療効果は病気の状態等により個人差がありますが、治療後1～3週間程度で効果が表れるケースが多いです。
⚫ PRP療法は、自分自身の治癒能力を引き出す治療法なので従来の痛み止めの内服などで症状が良くならな
かった患者さんでも効果を期待できます。

⚫ ヒアルロン酸の場合は効果が短期的であり、長期間は続きませんが、PRP療法は1回の治療で6～12ヶ月は効
果が持続すると言われています。

STEP1～3 STEP1～3

ＮＴＴ東日本札幌病院 整形外科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)

− 32−



242号242号

３.新オプションのご案内

NTTｸﾞﾙｰﾌﾟ会社を退職された皆さまの「専用特別価格」です。

＊申込方法：【完全予約制のため、事前にお電話でご予約をお願いします】
  注1）ご予約時に必ず「NTT OB・OG割引」利用の旨をお申し出ください。
  注2）本ページのクーポン券に必要事項を記入のうえ、受検日当日にご持参願います。
  注3）上記割引をお申し出頂いていない場合は通常価格となり、清算後の返金は致しかねますのでご了承下さい。

＜通常価格＞ 基本コース：44,000円(税込)  充実コース：79,200円(税込)

15％割引
<特別価格> 基本コース：37,400円(税込) 充実コース：67,320円(税込)

※1 割引についてはコースのみの適用となり、オプション検査は適用外となりますのでご了承願います。

キ リ ト リ

NTT OB・OG向け
人間ドック 割引クーポン券

受検日

氏名

生年月日＜有効期間＞ 2026年3月31日受検日まで

ＮＴＴ東日本札幌病院 ドックセンター
  予約・お問合せ先番号 011-623-8364 (受付時間 平日9:30～16:00)

１.OB・OG割引について (NTT退職者向け）

昨年度から、さらに新プションが追加されました。人間ドック受検の際に検査可能です。
検検査査名名 検検査査内内容容 料料金金 税税込込 おおすすすすめめのの方方

【NEW】
睡眠検査 睡眠計測ｻｰﾋﾞｽ

（５晩）
25,300円

Lite（2晩）
18,150円

「家族から”いびき”を指摘される」「夜は眠れて
いるのに昼間眠たくなる」「最近ぐっすり眠れな
い」「将来の認知症や心疾患が心配」「睡眠トラブ
ルの可能性を網羅的にチェックしたい」など、睡
眠に関する不安や不調を感じている方

NTT東日本札幌病院 人間ドックのご案内

２.低線量胸部CTのご案内
当院では低線量 （通常行われるＣＴの 程度の低線量で検査が可能）を導入してい
ます。従来の胸部 線写真による検診と比較して、肺がん発見率が高いと国内外の研究

で報告されています。喫喫煙煙すするる方方ああるるいいはは以以前前にに喫喫煙煙ししてていいたた方方、、近近親親者者にに肺肺ががんんのの方方
ががいいるる方方にに特特ににおお勧勧めめししまますす。
また、肺がん以外の病気肺気腫､肺炎､心臓や血管の動脈硬化､乳がん等 が発見される
こともあるため、ドック時に合わせて検査をお勧めします。

オオププシショョンン料料金金1177,,660000円円（（税税込込）） ※※充充実実ココーーススにに含含むむ
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つうけんグループは、
今もこれからも豊かな北海道の
創造に貢献できる様に、
情報通信、社会基盤インフラの
構築、ICT ソリューションの提供
に全力で挑み続けます。

〒060-0004　札幌市中央区北 4条西 15 丁目 1-23
TEL：011-644-1161　https://www.tsuken.co.jp

　株式会社つうけんアドバンスシステムズ
　札幌市中央区南 1条西 11 丁目 1　℡:011-251-1840

　株式会社つうけんアクティブ
　札幌市中央区南 20 条西 10 丁目 3-5　℡:011-530-0900

　つうけんビジネス株式会社
　札幌市白石区東札幌 2条 3丁目 3-27　℡:011-811-2626

　株式会社つうけんアクト
　札幌市厚別区下野幌ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ2 丁目 3-1　℡:011-809-1100

　北海道電電輸送株式会社
　札幌市白石区中央 1条 7丁目 6-1　℡:011-862-4301

　東亜建材工業株式会社
　千歳市上長都 1039-27　℡:0123-21-8015

　株式会社セントラルビルサービス
　釧路市新富士町 4丁目 2-28　℡:0154-65-8181

　北有建設株式会社
　美唄市字美唄 1469-9　℡:0126-62-7161

　株式会社ヴァックスラボ
　札幌市中央区南 1条西 9丁目 4-2　℡:011-252-5215

　舞鶴設備工業株式会社
　千歳市上長都 1039-8　℡:0123-24-4883
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〜緊急連絡先をお知らせいたします〜
〈土曜日・日曜日・祝日等の緊急連絡は、下記までお願いいたします〉

・事務局長福士携帯　090‐8906‐3975
・次 長 尾 崎 携帯　080‐1897-5631

「ありがとう」その一言のために私たちは
より上質のサービスを心がけています。

ドコモの商品のお申込み、お問い合わせ、アフターサービスなど、きめ細かいサービスをお届けしております。

ドドココモモのの携携帯帯電電話話ののごご用用命命ははドドココモモシショョッッププへへ

TEL ： 0120-376-601／011-219-6601

ドドココモモシショョッッププ札札幌幌店店

札幌市中央区南１条西１-4
大成札幌ビル１階

株 式 会 社 ド コ モ 北 海 道
〒060-0001

T E L （ 0 1 1 ） 2 1 1 - 6 9 1 2 F A X （ 0 1 1 ） 2 5 1 - 8 0 0 4

札幌市中央区北1条西14丁目6 ドコモ北海道ビル

※店頭来店予約以外のご用件や、店頭来店予約専用ダイヤルがつな

 がらない場合は、以下の番号におかけください

TTEELL：：005500--33449933--00334477

店店頭頭来来店店予予約約専専用用ダダイイヤヤルル（（2244時時間間・・自自動動音音声声対対応応））

営業時間：午前9時～午後6時
定休日  ：無休
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イメージを更新しよう。地域の課題に応えを出す集団へ。

できることを拡張しよう。理想の未来を提案する企業へ。

電話だけにとどまらず、あらゆるメディアを活用した

コミュニケーションを価値創造し続ける私たち。

お客様それぞれの声に誠実に向き合い、丁寧に寄り添い、

諦めずに課題を解決してきたぶれない意志と確かな技術が、

すべての革新の土台にある。

ネクシアは、「 」。

次の快適を、次の満足を、次の発想を、常に提案し続ける。

さあ、進もう。超えよう、期待の先へ。
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http://www.meccs-sassou.com/

稚内・留萌・旭川・富良野・道央・札幌・帯広・釧路・根室・北見・苫小牧・千歳

道央営業所

千歳営業所

〒065-0032 札幌市東区北32条東1丁目1番7号
TEL 011（702）2100　FAX 011（702）7100
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ビリング
事業

宅配料無料

安心・安全・便利

アーバンネット札幌ビル

hhttttppss::////wwwwww..nnttttuudd..ccoo..jjpp//

ＮＮＴＴＴＴ都都市市開開発発株株式式会会社社 北北海海道道支支店店
〒〒006600--00000011札札幌幌市市中中央央区区北北１１条条西西６６丁丁目目１１－－２２

アアーーババンンネネッットト札札幌幌ビビルル
ＴＴｅｅｌｌ：：001111--225522--99337700 ＦＦａａｘｘ：：001111--225522--99337711

「こぶし会会報」への広告掲載内容

©Forward Stroke Inc.

− 42−



242号242号

　

会報への広告募集！！

＊＊＊＊＊＊ どうぞご用命ください ＊＊＊＊＊＊

　弊会では、次のスペースを用意して
　広告のご利用をお待ちしています。

※一般企業および個人経営主の方の広告相談も賜わっております。

A4版の  　全ページ広告　　50,000円
　 〃　　 1/2ページ広告　30,000円
　 〃　　 1/3ページ広告　25,000円

年３回発行分
（7.1.4 の各月）会　　報

064-0922 22 6 2-25
011-521-8171 011-521-8173
064-0922 22 6 2-25
011-521-8171 011-521-8173

本社・本店
支 店

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1-16-10
北海道・東北・東海・関西・中四国・九州
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建物とともに生きる

ロ
ー
タ
ス

ロ
ー
タ
ス

シンプル10 会員価格 万円(税込110,000円)

シンプル25 会員価格 万円(税込275,000円)

シンプル45 会員価格 万円(税込495,000円)

蓮 65 会員価格 万円(税込715,000円)

蓮 85 会員価格 万円(税込935,000円)

蓮105 会員価格 万円(税込1,155,000円)
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「ビジネス環境をより快適に」
「暮らしをより豊かに」

＜お問い合わせ先＞
テルウェル東日本株式会社 北海道支店
 ０１１－２０５－４６００（代）

〒060-0042 札幌市中央区大通西14丁目7

空気清浄機Airdog 防災用品

シリコンバレーが開発した
世界最強レベルの空気清浄機 ※1

Airdog X5D
万が一の際に
必要な防災用品

※お客様のご要望に
合わせてセット組み
での販売も可能です。

24-0021【2407-2506】

医療従事者が選ぶ空気清浄機 NO.1※2
顧客満足度が高い空気清浄機 NO.1※3

※1:微細粒子の除去能力とフィルター性能低下
 率をもとにした能力

※2:全国の20代~50代の男女(医療従事者)
1042名への空気清浄機10商品を対象にした
サイト比較イメージ調査

※3:全国の20代~50代の男女 1067名

新規会員ご紹介のお願い
会員拡大に向け、皆様の友人や知人で未加入の方がいらっしゃい
ましたら、是非こぶし会への入会を勧めていただきますようお願い
いたします。

入会希望者のご紹介により入会された場合は、
紹介者に
「ＱＵＯカード１，０００円分」を
贈呈いたします。
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当社は、ＮＴＴグループ「テルウェル東日本㈱」様とともに旧ＮＴＴ社宅をリノベーションし、『テレパレスシリーズ』として

札幌・旭川・函館・小樽・青森・秋田において全２９棟、４８２戸の管理・運営を行っております。

『テレパレスシリーズ』を全国展開　　～ 旧ＮＴＴ社宅をリノベーション ～

旭川市

　4棟 64戸
札幌市

　19棟 320戸
小樽市

1棟 24戸

函館市

　　2棟 48戸

青森県八戸市

　　　　　　　1棟 12戸

秋田県秋田市

　　　　　　　2棟 １４戸

あらゆる建物の新築・リフォーム

㈱ツインクル地所は、『テレパレスシリーズ』及び自社物件の管理・運営

のほか、札幌・旭川を拠点に不動産の総合コンサルティングを展開して

おります。不動産に関するどのようなことでも、お気軽にご相談下さい。

㈱菅原組は、創業以来培われた「誠実なものづくり」の精神を忘れず、

会社の歴史と伝統を全社員が共有し、常にお客様にとっての最善を求め、

地域社会に貢献して参ります。

大正５年

創業１０９年

大正５年

創業１０９年

テレパレスシリーズ

全２９棟 ４８２戸

【マンション全景】

【リビング】 【キッチン】

テレパレス幌西１３条

テレパレス山鼻19条 テレパレス発寒

相　　談　　役 中　川　　肇

湊　　徳　明

　（電電こぶし会会員）

　（電電こぶし会会員）営業担当部長
ＴＥＬ．０１１－２２１－１０００

中心市街地の新しい環境創造に貢献

旭川市1条通6丁目78番地の1　　2015年9月竣工　（自社ビル）

〔メディカルビル〕

株式会社株式会社菅 原 組菅 原 組
本　　社　Tel.0166-22-7000　Fax.0166-22-7007
札幌本店　Tel.011-221-1000　Fax.011-221-1151

北海道知事許可　建設業
   　　(特-４)上川第４５２号

株式会社
本　　社　Tel.0166-22-6000　Fax.0166-22-7222
札幌本店　Tel.011-221-2222　Fax.011-221-1222

北海道知事許可 上川（４）第１０９２号 宅地建物取引業

ツインクル地所ツインクル地所

【本社】旭川市1条通10-159　【札幌本店】札幌市中央区大通西7-2 ｱｾｯﾄﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ大通ﾋﾞﾙ7F

不動産に関する総合コンサルタント

■主な管理物件

【テナントビル】

ツインクル2条通ビル　旭川市2条通11丁目

【マンション】

ツインクル1-10　旭川市１条通1０丁目

【マンション】

ツインクル2-1　旭川市2条通1丁目

【駐車場】

クリスタルパーキング　旭川市1条通6丁目

− 47−



242号242号

　
  

市市内内某某斎斎場場

考考ええ……話話しし合合いい……伝伝ええらられれるる想想いいががあありりまますす。。

  

代表取締役 田村 麻由美

顧 問 阿部 勝 夫

顧 問 大山 金 光

札幌市中央区南 条西 丁目 ー

ＨＰアドレス

おおひひととりり おおひひととりり違違っったた人人生生ががああるるよよううにに

〝〝終終（（つついい））ののかかたたちち〟〟もも 様様々々でですす

（（各各宗宗派派、、無無宗宗教教

少少人人数数～～多多人人数数ののごご葬葬儀儀承承りりまますす

おお気気軽軽ににごご相相談談くくだだささいい））

【【家家族族葬葬会会場場・・・・・・

中中央央区区・・東東区区・・手手稲稲区区・・清清田田区区・・

白白石石 南南郷郷・・北北郷郷 ・・北北広広島島・・恵恵庭庭】】

悲悲ししくくとともも……

温温かかでで優優ししくく心心にに残残るる想想いい出出にに

【【ごご自自宅宅ににてて】】

【【偲偲ぶぶ会会ホホテテルルににてて】】

【【海海洋洋散散骨骨】】

【【葬葬儀儀会会場場ににてて】】
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Design
Editing
Printing
〒063-0830
札幌市西区発寒10条12丁目1-54　TEL（011）669-3915  FAX（011）669-3916
http://yokopri.starfree.jp/

株式会社 横山プリントサービス社

斬新な美を追求し、

確実に情報を伝え、

思いどおりを型に。
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日
本
各
地
か
ら
花
の
便
り
が
聞
こ
え
て
く
る
頃
と
な
り

ま
し
た
が
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
渡
り
鳥
が
見
た
く
て
美
唄
市
の
宮
島
沼
へ
行
き
ま
し

た
。
到
着
し
た
時
は
、
ま
だ
辺
り
は
暗
く
沼
の
周
り
に
は

カ
メ
ラ
を
設
置
し
始
め
て
い
る
人
が
多
数
お
り
、
水
面
で

休
ん
で
い
る
鳥
の
声
だ
け
が
大
き
く
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
目
が
慣
れ
て
く
る
と
水
面
で
は
先
頭
に
い
る

鳥
に
従
っ
て
少
し
ず
つ
沼
の
中
央
に
向
か
っ
て
動
き
始
め

る
の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
先
頭
の
鳥
が
一
番
先
に
飛
び

立
つ
の
か
と
見
て
い
る
と
水
面
を
覆
う
霧
の
中
か
ら
突
然

後
方
の
鳥
が
黒
い
塊
で
大
き
な
波
頭
の
う
ね
り
の
如
く
勢

い
良
く
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
先
頭
は
前
方
へ

膨
ら
み
円
く
包
み
込
む
よ
う
に
降
下
す
る
動
き
を
繰
り
返

し
な
が
ら
次
々
と
魔
法
の
よ
う
に
無
数
の
点
が
湧
き
あ
が

り
ま
し
た
。
朝
の
光
の
中
で
や
が
て
そ
れ
は
、
空
に
幾
筋

も
の
線
を
描
き
始
め
、
矢
印
と
な
り
、
羽
ば
た
き
の
シ
ル

エ
ッ
ト
に
変
わ
り
次
々
と
頭
上
を
越
え
て
ゆ
く
・
・
・
。

渡
り
鳥
た
ち
の
朝
の
飛
び
立
ち
で
す
。

　
こ
こ
宮
島
沼
は
面
積
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
本
で
一
三

番
目
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
全
域
が
特
別
保
護

地
区
で
あ
り
、
世
界
有
数
の
マ
ガ
ン
の
寄
留
地
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
最
大
六
万
羽
程
が

飛
来
す
る
そ
う
で
す
。
こ
の
光
景
は
た
だ
た
だ
圧
巻
で
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
驚
き
と
感
動
を
覚
え
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
向
か
う
シ
ベ
リ
ア
等
、
北
半
球
の
繁
殖
地
へ
無
事
に

辿
り
着
け
る
よ
う
に
と
空
を
眺
め
な
が
ら
祈
ら
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
四
月
一
三
日
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関
西
万
博
は

大
阪
市
夢
洲
で
二
〇
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
中
心
部
を
取
り
囲
む
一
周
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大

屋
根
リ
ン
グ
は
「
命
が
つ
な
が
り
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
」
を
表
現
し
て
お
り
、
万
博
の
来
場
者
を
迎
え
入

れ
る
場
所
で
す
。
こ
こ
は
木
材
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
出
来

て
お
り
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
物
で
す
。
こ
れ
は
京
都

清
水
寺
の
舞
台
に
も
つ
か
わ
れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
的
な

工
法
を
基
に
巨
大
な
リ
ン
グ
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
使
わ
れ
て
い
る
木
材
は
万
博
閉
会
後
に
再
利
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
万
博
会
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
多
様
で
あ
り
な
が
ら
ひ

と
つ
」
一
五
八
の
国
と
地
域
が
同
じ
舞
台
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
や
文
化
を
披
露
し
ま
す
。

　
日
本
館
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
円
を
描
く
よ
う
に
木
の
板
が

並
ぶ
建
物
で
「
い
の
ち
の
リ
レ
ー
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
を
通
じ
て
命
の
循
環
の

過
程
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
、
ど
ん
な
展
示

が
あ
り
ど
ん
な
未
来
が
見
ら
れ
る
の
か
？

　
世
界
の
人
々
が
見
つ
め
る
万
博
は
ど
ん
な
も
の
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
新
年
交
礼
会
は
、
七
九
名
の
皆
様
に
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
夏
季
懇
親
会
は
七
月
二
九
日
（
火
）
に
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
に
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
を
頂

き
、
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

編　
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